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景観まちづくりは、市民・事業者・行政のそれぞれが取り組みの主体として、役割と責任

を担い協働により進めていくことが大切です。そのためには、景観まちづくりの目標や方針

を共有し、総合的・体系的に取り組みを進めていくことが必要です。 

ここでは、景観まちづくりの施策体系を以下のように定め、施策体系に基づき効率的な取

り組みを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観まちづくりの基本目標

「街と里」･･･ 地域の個性や多様性を表す、統一性のあるふるさと景観まちづくり

２．良好な景観の保全・創造

３．景観まちづくりの推進体制の構築

４．景観まちづくりに関する意識向上

(1) 景観形成のルールづくり

(2) 景観資源の保全・活用

(3) 景観に配慮した公共施設の整備

(1) 国・県・他市町村との連携強化

(2) 景観審議会の設置

(3) 市民の自主的な活動の支援

(1) 広報・啓発活動の充実

１．景観まちづくりの主体と役割

(1) 市民の役割 (2) 事業者の役割 (3) 行政の役割

景観まちづくりの前提

景観まちづくりの推進

５．景観計画の推進スケジュール

６．市民による景観まちづくりに向けて

(4) 景観の定期的点検と景観計画の
見直し
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１．景観まちづくりの主体と役割 

景観まちづくりを進めていくためには、多くの人々の理解と協力が必要です。 

市民・事業者・行政が下松市の共有財産である景観の価値を認識し、景観まちづくりの目

標と方針を共有した上で、それぞれがお互いの立場と役割を認め合い、できるところから一

歩一歩確実に進めていくことが大切です。先人から受け継いだ下松市のかけがえのない美し

い景観を守り・育て・創造していくために、多様な主体、人々の協働によって景観まちづく

りを推進します。 

 

 

 

 

 

 

(1) 市民の役割 

 市民は、自らが生活・活動するまちを心地よいまちとしていくために、花いっぱい運動

や清掃活動を通じたまちの美化、景観に配慮した住まいづくりや暮らし方など、市民一人

ひとりが自らできることを自発的に進めていくことが求められます。 

景観まちづくりの主体であることを認識し、身の回りの小さな取り組みが少しずつ広が

り、その活動の輪が市全体に広がっていくように、積極的に取り組むものとします。 

 

(2) 事業者の役割 

 商業、工業、建設業をはじめ事業者は、事業活動等を通じて産業や経済活動の発展に貢

献するとともに、店舗や工場、事務所、看板などの形態や色彩は周辺の景観に大きな影響

を与えるものであることを認識し、公園や広場、道路、河川、海岸など公共の場の景観ま

ちづくりに積極的に取り組むものとします。 

 

(3) 行政の役割 

 景観計画に基づき、良好な景観形成に向けたルールを適正に運用し景観に配慮した公共

施設の整備・維持管理を行うとともに、市民・事業者・行政の協働を積極的に推進します。

また、景観に関する啓発活動や情報提供などを通じて景観まちづくり活動に対する支援、

協議する場の創出に取り組むものとします。 

景観まちづくりの

目標と方針の共有

市民

事業者 行政
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２．良好な景観の保全・創造 

(1) 景観形成のルールづくり 

① 景観計画の周知と届出に対する円滑な運用 

  景観計画の周知を図ります。下松市の景観に影響を及ぼす可能性がある大規模行為は、

「届出が必要な行為」として「景観形成基準」に基づき審査を行い、円滑な運用を通じ

て下松市の景観形成を推進します。 

 

② 景観ガイドラインの作成と普及 

  景観ガイドラインを作成し、戸建て住宅、集合住宅、商店、工場、事業所などの新築、

増築、改築、移転、外観を変更することとなる修繕、模様替え、色彩の変更などを行う

際に、景観形成に向けて配慮すべき事項を示します。 

 

③ 屋外広告物の景観誘導 

  屋外広告物に関する事務について山口県から一部の権限移譲を受け、下松市では屋外

広告物の届出審査を行っています。屋外広告物条例を活用し、駅周辺及び主要幹線道路

沿道などの景観誘導を図ります。 

 

④ 景観まちづくりの手法検討 

・景観協定による景観まちづくり 

 景観協定は、良好な景観形成を目的として建物の形態意匠、用途、屋外広告物、緑化や

農地の保全に関する事項を土地所有者及び借地権者間の契約として結び、住宅地や商業地、

工業団地などで、良好な景観を形成するためのツールです。景観協定による景観まちづく

りを地域住民の発意に基づき進めます。 

 

・地区指定による景観まちづくり（景観まちづくり重点地区、景観地区、準景観地区） 

質の高い良好な景観が集積する地区や、住民による積極的な景観まちづくり活動等が

行われている地区など、特に景観まちづくりを重点的に進めていくことが望まれる地区

を「景観まちづくり重点地区」と位置づけ、地域住民との十分な協議を行いながら、地

区の選定と地区の実情にあったきめ細やかなルールづくりの検討を行います。また、法

に定められた「景観地区」「準景観地区」への発展的導入を検討していきます。 
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(2) 景観資源の保全・活用 

① 景観資源のデータベース化と定期的な状況把握 

  下松市の優れた景観資源を収集しデータベース化を進め、定期的な状況把握を行い、

景観資源の保全を図ります。 

 

② 景観重要建造物・景観重要樹木の指定 

  景観重要建造物及び景観重要樹木の指定を推進し、適切な維持管理により、地域の景

観形成を図ります。また、周辺の良好な景観まちづくりの推進を図ります。 

 

 

 

(3) 景観に配慮した公共施設の整備 

① 公共施設の景観形成 

景観形成を図るべき公共施設の整備にあたっては、国土交通省景観形成ガイドライン

及び山口県公共事業景観形成ガイドラインを参考にしつつ、質の高い公共施設の整備を

めざします。 

 

② 景観重要公共施設の指定 

シンボルロードや眺望の優れた道路、河川や公園など景観上重要な公共施設は、国、

県などの管理者と協議を行い景観重要公共施設の指定を進め、質の高い公共施設の景観

形成を図ります。 
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３．景観まちづくりの推進体制の構築 

(1) 国・県・他市町村との連携強化 

国や県との景観施策の連携を図り、公共施設の整備や適切な管理、各種事業の実施、景観

形成に関する情報収集等に取り組みます。 

また、山口県の景観アドバイザーや景観フォーラム等の取り組みを活用するとともに、景

観に関する国や県の補助制度の活用を検討し、下松市の景観形成に効果的な施策の推進を図

ります。 

あわせて、県内及び全国の市町村の景観に関する先進的な取り組みに関する情報収集に取

り組みます。 

 

(2) 景観審議会の設置 

景観の専門家や関係機関などから構成される景観審議会を設置します。この審議会では、

景観計画の運用、景観まちづくり重点地区の設定、景観重要建造物等の指定、景観計画の見

直し等の重要事項について審議を行い景観行政を進めます。 

 

(3) 市民の自主的な活動の支援 

花いっぱい運動をはじめ、河川や海岸などの公共の場の清掃活動といった景観まちづくり

に関する市民の自主的な活動の支援や情報提供を行い、市民が主体となった運動の活発化を

図ります。 

また、市民活動の取り組みの促進に向け、県内及び全国の自治体や NPO 等の取り組み事例

や支援制度の紹介、専門家やコーディネーターの派遣等、多様な支援制度を検討します。 

 

(4) 景観の定期的点検と景観計画の見直し 

景観まちづくりに向け、市内主要箇所について景観の観測地点を設け定期的な点検を行い

ます。また、必要に応じて景観計画の見直しを行います。 

 

４．景観まちづくりに関する意識向上 

(1) 広報・啓発活動の充実 

下松市では、「私の好きな下松の風景」や景観パンフレット

の作成などを通じて、景観資源の発掘や広報の取り組みを行っ

てきました。 

今後も市民一人ひとりの景観まちづくりに関する意識を高め

るため、市ホームページや広報への掲載など、多様な媒体を活

用して、下松市の景観を紹介していきます。 パネル展「私の好きな下松の風景」 



 第５章 景観まちづくりの推進 

 

61 

 

５．景観計画の推進スケジュール 

景観まちづくりを進めていくために、短期、中・長期ごとの推進スケジュールを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観まちづくりに関する意識向上

景観まちづくりの推進体制の構築

良好な景観の保全・創造

短期（概ね5年）

・景観協定の指定と拡大

③ 屋外広告物の景観誘導

中・長期（5～10年）

(2) 景観審議会の設置

② 景観ガイドラインの作成

② 景観重要公共施設の指定

① 公共施設の景観形成

・景観重要公共施設の整備・維持

・景観ガイドラインの普及と景観誘導

・届出に対する円滑な運用

① 景観計画の周知

(1) 広報・啓発活動の充実

・景観地区・準景観地区の指定

(1) 景観形成のルールづくり

(3) 景観に配慮した公共施設の整備

・景観まちづくり重点地区の指定と拡大

(2) 景観資源の保全・活用

(1) 国・県・他市町村との連携強化

(3) 市民の自主的な活動の支援

・継続的な広報・啓発活動

(４) 景観の定期的点検

・定期的な状況把握

・景観審議会の開催と景観施策の推進

審議

④ 景観まちづくりの手法検討

・景観協定による景観まちづくりの検討

・地区指定による景観まちづくりの検討

① 景観資源のデータベース化

・景観重要建造物・樹木の指定と維持管理
② 景観重要建造物・樹木の

指定マニュアル等の作成

・景観計画の見直し

景観計画告示後すみやかに実施する事項

景観計画告示後、概ね５年以内に実施する事項

継続的に実施する事項

中長期を目標に実施する事項

前提条件整備後、継続的に実施する事項

凡例
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６．市民による景観まちづくりに向けて 

景観まちづくりは、市民の日々の生活の中にあり、住まいや暮らし、生産活動に表れてき

ます。 

ここでは、市民による景観まちづくりに向けて、３つの視点「意識啓発」「景観意識の芽生

えと参加」「活動の展開と自立」から、市民による持続的な景観まちづくり運動への発展をめ

ざした取り組みを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身近な街や里、山や川、神社仏閣や史跡をもう一度、歩いて見てみましょう。四季折々に

移り変わる山や里、川や海などの自然、長い歴史を感じる神社仏閣、華やいだ商店や落ち着

いたまちなみなど新たな発見があるはずです。 

 

 

 

 

視点１：意識啓発 

身近な優れた景観に気づくために・・・ 

・地域の歴史や伝統、文化を知る。 

・市内を歩くことを通じて身近にある優れた景観に気づく。 

・子どもの頃から、地域の様々な景観に触れる機会を持つ。 

笠戸島家族旅行村から見る「笠戸湾」 

景 観 計 画

市民による景観まちづくりに向けて

視点１：意識啓発

視点２：景観意識の芽生えと参加

視点３：活動の展開と自立

市民による持続的な景観まちづくり運動への発展

気づく

参加する

共に考える

身近な優れた景観に気づく

地域の歴史や文化を知る

まちや暮らしを考える

市民活動に参加する

継続的な市民活動

地域活動の連携

景観まちづくりの提案・景観まちづくりの協働参画
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 地域の歴史や文化を学び、まちや暮らしについて考えてみましょう。街角の花壇や公園、広

場、川の流れや瀬戸内海の浜辺は、多くの人々によって守られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動を通じて語り合い、まちづくりの問題点を考え、まちの将来像を描き、新たな活

動や地域おこし、中山間と都市地域といった地域間交流などによって、年代を超え、地域を

越えた交流や様々な活動の輪が広がっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観まちづくりに向け、継続的な市民による活動が大切です。 

身の回りの景観まちづくりから発展し、市民・事業者が主体のまちづくりへの発展を図ります。 

 

 

 

 

視点２：景観意識の芽生えと参加 

市民による持続的な景観まちづくり運動への発展 

視点３：活動の展開と自立 

景観まちづくりに参加するために・・・ 

・地域の歴史や伝統、文化を学び、祭りに参加する。 

・花いっぱい運動などを通じて、地域の緑化推進活動に参加する。

・公民館活動、町内会活動などに参加し、まちや暮らしの中の景観

まちづくりを考えていく。 

・自治会での町内清掃活動、「市内一斉ごみゼロ運動」や河川や公

共の場などの清掃活動に参加する。 

市民が主体のまちづくりへ・・・ 

・地域の景観まちづくりに多様な手法（景観協定、地区計画、景観

まちづくり重点地区など）を活用していく。 

・市民・事業者・行政との協力体制の積極的な推進に向け、下松市

の景観を広く考え進めていく。 

景観まちづくりを共に考えていくために・・・ 

・地域の歴史や伝統、文化を育て、祭り等の支援をする。新たな祭

りを創造する。 

・緑化推進イベントなどを通じて、花いっぱい運動の輪を広げる。

・公民館活動、町内会活動などで、専門家を招いてまちや暮らしの

中の景観まちづくりのプランを考える。 

・棚田や里山の中山間と都市地域との交流促進と支援を進める。 

国道 188 号バラ園 

（花岡バラづくりの会） 

地域の民話をモチーフに昭和

25 年からはじめられた「きつね

の嫁入り」 

下松駅南地区では市民が主体の

まちづくりが進められています。 

花いっぱい運動 

（市の花サルビアの植栽） 




